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ビット MPU「8008」が発表された。1974 年、インテルは処理速度を格段に早めた汎用の 8
ビット MPU「8080」を発売、75 年にはこれを組み込んだ世界初のマイコンキット「アル





を発表した。パソコン時代の幕開けである。そして 1983 年、IBM は 16 ビットパソコン
「IBM The PC」でパソコン市場に参入する。パソコンでは後発であった IBM は、開発期
間を短縮するため、オープンアーキテクチャ構造を採用した。そのため、IBM のシェア拡








































1943 年 北京で生まれる。 
1946 年 千葉県匝瑳郡野栄町へ引き揚げる。 
1957 年 板橋第一中学校へ転校。 
1963 年 防衛大学校へ入学。2週間後同校を退学。 
1964 年 東海大学電子工学科入学。 
1967 年 東海大学在学のまま、株式会社理経へ入社（68 年 4 月より正式採用）。 
1970 年 株式会社ソード設立。代表取締役常務に就任。 
1971 年 株式会社ソード電算機システムに社名変更。 
1973 年 マイコン SMP80/08 開発。 
1974 年 マイコン SMP80/20 発表、SMP80/X シリーズとして発売。 
1975 年 NCC 第三回に SMP80/X シリーズ出展。 
1977 年 初代社長大野若松死去に伴い代表取締役に社長就任。 
  トッパンムーアと資本提携、宮澤次郎トッパンムーア社長ソード会長に就任。 
  オールインワンパソコン M200 シリーズ発売。 
1980 年 「SORD-PIPS」発表。アイルランドに現地法人を設立。 
1982 年 「漢字 PIPS」発表。 
1983 年 ソード株式会社に社名変更。 
1986 年 東芝と資本提携し子会社化。 
1987 年 ソード社長退任、プロサイド株式会社設立。 
2006 年 株式会社 MCJ にプロサイド買収、完全子会社化。 
  MCJ 代表取締役に就任。
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1.創業まで 
（1）企業家の起点 











































 1967（昭和 42）年 4 月、椎名は教授の紹介でエレクトロニクス関連の専門商社理経産
業（現在の理経）に就職した。そこで椎名は自分の将来を決定づけるコンピュータと出
会った。理経は米 DEC（デジタル・エクイップメント）社の代理店をしていた。当時、
































 1970（昭和 45）年 4 月、椎名は株式会社ソード（71 年 5 月に「ソード電算機システ













 1971（昭和 46）年 8 月、椎名は社内文章の中で「ミニコンピューター・システムの製



























より処理能力の高い MPU の出現を待つことにした。 
 1974（昭和 49）年 4 月、椎名が期待して待ち続けていた、世界初の汎用 MPU「8080」
がインテルから発表された。運がいいことに、その時のインテル日本支社長は椎名の理
経時代の同僚・馬上義弘だった。その馬上の配慮もあり、椎名は「8080」を発表前の 3




























発したのである。同機は、最新の 3.5 インチ FDD を搭載していながら、150 万円という低
価格を実現したことから、発売と同時に人気を呼んだ。その後、「M200 シリーズ」は
1978 年の MarkⅡから 80 年の MarkⅤまで発売され、ソードのベストセラー・シリーズに
なっていった。この間、売上高も 1977 年度の 6.5 億円から 80 年度には 49 億円と 7 倍以
上に成長した。 
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（4）「ＰＩＰＳ」の開発 
 1980（昭和 55）年 2 月、ソードは「SORD-PIPS」という、画期的なソフトウェアを発表










ルクの発表は PIPS の僅か 4 ヵ月前、1979 年 10 月であることからも、コンピュータ業界
におけるソードの先進性がわかる。なお当時わが国では、これらプログラム不要なソフ
トは、BASIC や COBOL などのプログラム言語に対して「簡易言語」と呼ばれていた。ソー
ドは「M200 シリーズ」というハードによってパソコンの時代を開き、PIPS というソフト
を開発したことによってアプリケーション・ソフトの時代を開いたのである。 










チームを置き全面的な協力体制をしいていた。1979（昭和 54）年 10 月、望月と長谷川、
ソードの三者によって、汎用システムとしての PIPS が完成した。そして、ソード社内で
の試験利用を経て、PIPS は製品化されたのである。  
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たとえば、立石電機などは、自社の「パソコン風土づくり」のため、315 台ものソード製










ソードの売上高は 1980（昭和 55）年度の 49 億円から、81 年度には 100 億円、82 年度
154 億円と著しく成長した。 
 さらに PIPS は思わぬ副次効果を生みだした。大企業で PIPS を経験した会社員が独立
し、中小企業への PIPS 導入を支援する者が現れたのである。業務経験が豊富な彼らは、
オフコン・メーカーが派遣してくる若い SE よりも、実際の業務に則したシステムを組め





れていた。1982（昭和 57）年 4 月には PIPS 情報誌『ピップスマガジン』も発刊され、ネ
ットワークも面的な展開を見せるようになっていった。ソードもユーザーの声を反映さ
せることによって、PIPS-Ⅱ（1981 年 5 月発表）、PIPS-Ⅲ（82 年 5 月）、漢字 PIPS（82
年 10 月）と製品の完成度を高めていった。このように、PIPS は草の根のユーザー・ネッ
トワークに支えられながら普及し、同時にソードも成長していったといえる。PIPS の成
功によって簡易ソフトの分野に富士通、三菱電機、東芝など、パソコンを生産する大手
企業が参入してきたが、それでもソードは 82 年時点で第 1 位のシェア（日経産業新聞





 1982（昭和 57）年頃から、日本では第二次ベンチャー・ブームが始まった。1983 年 11
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や人員などの増強をおこなった。資本面では 1982 年 8 月、83 年 8 月と 2 年連続して額面
（500 円）の 70～80 倍の時価で第三者割当増資を実行し、ベンチャー・キャピタルなど
から 69 億円もの資金を調達した。この 2 回の増資によって、ソードの資本金は 2080 万
円から 26 億 600 万円へと増加した。人員面では毎年 100 人以上の採用を続け、1981 年の
190 人から 83 年には 2 倍以上の 549 人まで増員し、製造面でも千葉県検見川にある本社
工場を拡張し増産体制を整えた。 
 また、海外展開も積極的におこなった。ソードは 1970 年代後半から欧米への製品輸出
を始め、80 年代にはいると欧州を中心に自社拠点の整備を始めた。1980（昭和 55）年 12
月、アイルランドに生産子会社「ソード・コンピューター・システムズ」を、81 年 11 月、
同地に販売子会社「ソード・コンピューター・セールス・アイルランド」を設立、さら





問題から撤退を余儀なくされたが、82 年 10 月「ソード・コンピュータ・オブ・アメリ
カ」を設立し再参入を果たした。ソードは 1983 年までに 40 カ国に営業拠点を設けて、
輸出が売上高の 2割を占めるまでになっていた。 
 日本のパソコン出荷台数は、ソードが「M200 シリーズ」を発表した直後の 1978（昭和
53）年では 1 万台だったものが、PIPS の発表後の 81 年には 28 万台、そして 83 年には
114 万台と急伸した。これに並行して、ソードの売上高も 1978 年に 11 億円だったものが、
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            表１ ソードの売上高および経常利益 
   年度 
    売上高 
   (百万円) 
   経常利益 
   (百万円) 
従 業 員 数
(人) 
   1970           1.5        0.02         2 
   1971            12         1.5        11 
   1972            35           5        15 
   1973            90          10        23 
   1974           150          15        28 
   1975           227          25        35 
   1976           493          50        45 
   1977           655          70        60 
   1978         1,054         102        80 
   1979         2,604         445       100 
   1980         4,939         940       150 
   1981     10,010       1,896       190 
   1982     15,406       1,547       401 
   1983     21,293       1,643       549 
   1984     18,761        -996       610 
   1985     11,859      -1,181       513 
   1986     11,307      -1,245       497 
   1987     13,459        -244       470 





トがハードの価値を決める時代の到来である。1982（昭和 57）年 10 月、パソコンシェア
1 位の日本電気（NEC）が「PC-9801」を発表したほか、同年中に富士通やシャープ、三菱
など 10 社以上の大手電機メーカも 16 ビット機を市場投入してきた。決定的だったのは、
1983 年 3 月に日本 IBM が「5550 マルチステーション」を発表し、日本市場に参入してき
たことである。これによって、日本のビジネス用パソコンは 16 ビット機が主流を占める
ようになっていった。しかし、各社ともに 8 ビット機から 16 ビット機への転換が滞りな
くできたわけではない。PIPS の登場以降、多くのアプリケーションソフトが登場したこ
ともあって、ユーザーの 8 ビット機用のソフト資産の移行をどうするかという問題があ
った。多くの場合、8 ビットと 16 ビット 2 つの MPU を搭載した「ブリッジ・コンピュー
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タ」で 8 ビット資産を活かしながら、16 ビットへと漸進的に移行するハードによる解決
方法をとっていた。ところが、NEC の「PC9801」は「互換性 BASIC」の開発によって、自
社の 8 ビット機「PC-8801」のソフト資産との互換性を実現していた。そればかりか、
NEC はサードパーティーのソフトハウスと協調し、ソフトの 16 ビット化も一気に進めた。




 ソードも 16 ビット化を無策で放置していたわけではない。他社に先駆けて、1981（昭
和 56）年 4 月に「M416 シリーズ」を、82 年 9 月に「M343 シリーズ」という 16 ビットパ
ソコンを発表していた。これらは独自 OS によるマルチタスク対応という先進的な機能を
持ったハイエンド機種として開発されたが、8 ビット用のソフトである PIPS は動作しな
かった。そこで 16 ビット化への本格対応をすすめるため、PIPS が使えるブリッジコンピ
ュータ「M68 シリーズ」を 1983 年 5 月に発表した。ところが時期的に遅れをとったばか
りか、最下位機種でも本体価格が 70 万円以上と、30 万円を切る「PC-9801」とは価格競
争でも負けていた。それ以上に致命的だったのはハードとソフト開発の足並みの乱れだ
った。PIPS は中小零細企業の業務システムとして広く普及していた。そのため、8 ビッ
ト版 PIPS でつくられたユーザーのソフト資産の維持を意識するあまりに 16 ビット化に
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これに前後して、ソード・バッシングとも言うべき現象が起こり始めた。一つは半導体
の売り惜しみであり、もう一つは経営不安説の流布である。1983 年に米国で発した半導
体不足は、翌 84 年に日本へと波及し IC の供給が逼迫した。国内の半導体の供給元であ
る大手電機メーカーは、ソードへの IC 供給を抑制した。そのため、ソードは注文はあっ
ても製造が間に合わず、40 億円から 50 億円の受注残と注文のキャンセルが出てしまった。
また、経営不安説もついても、何者かによって「ソードが不渡りを出した」とか「倒産
の危機にある」といった噂が組織的に流布された。この影響によって受注の取り消しや
返品が相次ぎ、椎名の見積もりによると 40 億円から 50 億円の損害を被ったという。こ
の結果、1985 年度のソードは 270 億円という目標売上高の達成が困難になったほか、創
業以来初めての赤字決算になることが見込まれた。なお、1984 年度決算では 187.6 億円、
最終損失は 47.8 億円だった。 





























1956 年 兵庫県神戸市に生まれる。 
1974 年 甲陽学院高等学校卒業。 
1975 年 早稲田大学理工学部機械工学科入学。 
1976 年 月刊誌『I/O』創刊。 
1977 年 『ASCII』創刊。株式会社アスキー出版設立。 
1978 年 株式会社アスキー出版代表取締役副社長に就任。 
米マイクロソフト社の極東代理店として株式会社アスキーマイクロソフト設立。 
1979 年 日本電気、「PC-8001」にマイクロソフト BASIC を採用。 
  マイクロソフト極東担当副社長に就任 
1980 年 マイクロソフト取締役新技術担当副社長に就任 
  IBM が OS（MS-DOS）の開発を依頼。 
1982 年 アスキー出版から株式会社アスキーに社名変更。 
1983 年 MSX 規格発表。 
  早稲田大学理工学部機械工学科中途退学。 
1984 年 アスキーマイクロソフトをアスキーに合併 
1986 年 マイクロソフト副社長を退任。 
  アスキー、マイクロソフト代理店契約を解消。 
1987 年 アスキー代表取締役社長に就任。 
1989 年 アスキー店頭公開。 
1998 年 アスキー社長退任。アスキーが CSK の子会社になる。 
2000 年 尚美学園大学 教授 
2001 年 須磨学園学園長 
2005 年 株式会社 ITNY&パートナーズ代表取締役・マネージング・ディレクター
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1.アスキーの設立 
（1）東大受験の失敗 











いいことに、1 年の時から自分の興味の赴くままに 8 つの部活を掛け持ちし、2 年の時に
は 4 つのクラブの部長を兼務するというマルチな活躍を見せていた。成績は 1 年生の時
は学内最下位だったが、これに発憤して努力した結果、3 年になると旺文社の模擬試験で



























 1976（昭和 51）年 11 月、西は早稲田大学２年在学中に、郡司、塚本と星正明を誘い、
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 （3）アスキー出版の設立 
 1977（昭和 52）年 5 月、西は郡司、塚本ら 3 人で株式会社アスキー出版（1982 年 12
月に社名をアスキーに変更、以下「アスキー」と呼ぶ）を設立する。アスキーの社名の
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ロプロセッサ（MPU）「8080」を使った世界初のマイコンキット「アルテア 8800」に向け





























採用したことによって離陸した。1979（昭和 54）年 9 月に発売された「PC-8001」はNEC

















































て、その後 10 年以上ジャーナリストらの間で愛用された。また、16 ビットパソコンはＧ
ＵＩ（グラフィカル・ユーザー・インターフェイス）とマウスを備えるなど、斬新なア





る。「MSX」とは 1983（昭和 58）年 6 月に発表された 8 ビット・パソコンの統一規格の
ことである。当初、キヤノン、京セラ、三洋電機、ゼネラル、ソニー、東京芝浦電気、
日本楽器製造、NEC、日本ビクター、パイオニア、日立製作所、富士通、松下電器産業、









に「MSX2＋」が発表され、90 年には販売台数が累計 400 万台を超えた。 
 
（4）MS-DOS の開発 
 1981（昭和 56 年）年に発売された 16 ビットパソコン「The IBM PC」は全米のパソコ
ン市場を席巻し、16 ビットパソコンの時代を開いたことは周知のことである。1980 年 9
月マイクロソフトが IBM から OS（基本ソフト）提供の打診を受けたとき、逡巡するビ
ル・ゲイツやポールアレンを鼓舞し、決断を促したのは西だった。当初、IBM はマイクロ
ソフトから BASIC のみの提供を受け、OS はデジタル・リサーチ社の「CP/M-86」を使うつ
もりだった。しかし、IBM とデジタル・リサーチ社長ゲイリー・キルドールとの間の行き
違いから、IBM はデジタル・リサーチとの契約を見送り、マイクロソフトに OS の供給を
も打診してきたのだった。「80 年 9 月 28 日の日曜の夜、ゲイツとアレン、西が、オール
ドナショナル銀行のビルの８階の隅にあるゲイツの部屋に集まり、オペレーティングシ
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ター・プロダクツが開発していた 16 ビットパソコン用 OS「86-QDOS（SCP-DOS）」の販売
権を買い取り、それを「IBM PC」用に移植した。「MS-DOS」の誕生である。「IBM PC」
はオープンアーキテクチャ路線を取ったため、その後多くの互換機が登場した。その結
果、「MS-DOS」は 16 ビットパソコン OS のデファクト・スタンダートとなったのである。
一方、日本でも西の決断によって「MS-DOS」のデファクト・スタンダート化が実現した。
NEC は米国パソコン市場における「MS-DOS」の台頭を受けて、「PC-9801」をスタンドア
ロン BASIC マシンから OS マシンへの転換を検討していた。その転換を推進したのも、
NEC に対して「MS-DOS」のサードパーティ製アプリケーションへの無償バンドルを認めた





 1985（昭和 60 年）年末、西とビル・ゲイツの関係に大きな転機が訪れる。マイクロソ
フトは 1986 年の NASDAQ 公開に向けて海外戦略を見直しを迫られていた。極東地区に子
会社を持つことを目論見書に明記していたのである。ビル・ゲイツは西に対してアスキ
ーをマイクロソフトの子会社にするか、西がマイクロソフトの社員になるか決断を迫っ
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求を受け入れることはなかった。ビル・ゲイツは西のマイクロソフト副社長解任とアス
キーとの代理店契約の解消を一方的に告げた。1986（昭和 61）年 2 月、アスキーはマイ








           表 2 アスキーの売上高と経常利益の推移 
      年度 
      売上高 
    （百万円） 
  経常利益 
（百万円） 
      1977               40           - 
      1978              142           - 
      1979              353           - 
      1980              835           - 
      1981            1,634           - 
      1982            4,200           - 
      1983            5,047           - 
      1984            7,756           - 
      1985           13,884         654 
      1986           15,922         416 
      1987           19,431         502 
      1988           23,867         876 
      1989           27,236       1,074 
      1990           34,084       1,196 
      1991           34,513       1,233 
      1992           37,052       2,542 
      1993           38,941       1,177 
      1994           41,744       1,233 
      1995           51,428       2,062 
      1996           52,446       1,750 
      1997           47,531      -5,045 
     出所：東洋経済新報社『会社四季報』、那野[1988]より筆者作成 
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（2）アスキーの再出発と経営危機 
 マイクロソフトとの提携解消によりアスキーは年間売上高の 15%を失った。アスキーの
1985（昭和 60）年度の売上高 138 億円のうちマイクロソフト製品の売上高は 20 億円を占
めていたのである。社内では西の責任を問う動きもあったが、創業仲間である郡司と塚




















巨大プロジェクトである。そのため、1990 年に宮城県から 56 ヘクタールの土地を 50 億
円で購入している。しかし、この計画が原因となって、1991 年 7 月 1 日アスキー取締役
会で西に対する社長解任動議が会長の塚本から提出された。西の独断による拡大路線に
対して、創業仲間の塚本と郡司が異議を唱えたのである。ところがこの動議は取締役 12




かった。1992（平成 4 年）年 6 月に計画していた 60 億円分のスイスフラン建て転換社債
の起債中止に伴い、経営危機が表面化した。翌年 3 月に期限が迫る 120 億円の転換社債
の償還も危ぶまれたが、日本興業銀行のほか５社による 164 億円の協調融資によって乗
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り越えた。その後、アスキーは不採算事業の撤退や投資案件の見直しなど、銀行主導に
よる再建に取り組むが、有利子負債は 1996 年 3 月期まで増加を続け 447 億円に達した。
1996 年 5 月には子会社のアスキー総合研究所への融資問題を巡って、主要事業の出版・
エンターティメント部門を担当していた３人の役員が退任するなど、西の経営に対する
不安要素は尽きなかった。そして、1997 年 12 月、ついにアスキーは恒常的な資金不足か
ら CSK グループに支援を求め、同グループの傘下で経営再建を果たすことになった。そ
の結果、1998 年 3 月アスキーは不採算事業の整理によって 456 億円もの特別損失を計上
し債務超過に転落、西は経営責任を取って社長の座を追われた。 
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